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委 員 会 の 開 催 状 況

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

福
祉
委
員
会

5
月
27
日

6
月
21
日

6
月
21
日

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）基
本
構
想（
案
）

に
つ
い
て

付
託
議
案
審
査

付
託
議
案
審
査

　

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
構
想
（
案
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
47
号
議
案

　
　

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

第
49
号
議
案

　
　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

【
問
】
休
日
夜
間
診
療
の
医
科
・
歯
科
を
集
約

し
、
市
民
病
院
に
近
接
し
て
建
設
す
る

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
答
】
メ
リ
ッ
ト
は
、
軽
症
患
者
を
診
療
所
に

誘
導
し
、
市
民
病
院
の
負
担
軽
減
、
来

院
者
の
待
ち
時
間
削
減
等
に
よ
り
、
充

実
し
た
医
療
体
制
が
提
供
で
き
る
こ
と
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
多
く
の
市
民
が
軽
症

で
も
検
査
機
器
等
の
充
実
し
た
市
民
病

院
を
受
診
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

【
問
】
旧
町
地
区
に
お
け
る
保
健
事
業
の
実
施

方
針
は
。

【
答
】
健
康
診
断
等
は
、
今
ま
で
同
様
、
旧
町

地
区
内
で
実
施
。
育
児
相
談
は
、
児
童

館
等
を
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
用

い
た
事
業
も
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
災
害
時
医
療
支
援
拠
点
と
し
て
の
想
定

は
。

【
答
】
避
難
所
の
機
能
を
設

け
る
予
定
は
な
い
が
、

三
師
会
と
の
合
同
の

対
策
本
部
が
開
け
る

部
屋
を
検
討
中
。

【
問
】
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支

払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
の

適
用
期
間
が
５
年
間
延
長
さ
れ
た
背
景

は
。

【
答
】
国
は
、
高
齢
者
人
口
の
急
激
な
増
加

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延

後
の
新
た
な
日
常
等
を
見
据
え
、
医
療

資
源
を
有
効
活
用
し
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
誘
引
、
行
動
変
容
を
促

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
延
長
し
て
い

る
。

【
問
】
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特

例
に
つ
い
て
、
３
年
度
の
対
象
者
の
見

込
み
は
。

【
答
】
３
年
度
は
課
税
済
み
だ
が
、
７
月
１

日
現
在
で
数
字
を
出
す
た
め
、
集
計
中

で
あ
る
。

【
問
】
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に

つ
い
て
、
改
正
に
至
っ
た
背
景
は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
の
税
制
優
遇
に
よ
り
自
動

車
の
燃
費
等
は
向
上
し
て
い
る
が
、
気

候
変
動
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
へ

の
対
応
な
ど
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、

改
正
が
行
わ
れ
た
。

【
問
】
給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
等
の
受
給

者
以
外
の
方
へ
の
影
響
は
。

【
答
】
自
営
業
者
、
農
業
者
等
に
つ
い
て
、

保
険
料
の
軽
減
割
合
が
拡
大
す
る
場
合

が
あ
る
。

【
問
】
自
営
業
者
等
で
軽
減
割
合
が
上
が
る

世
帯
数
お
よ
び
金
額
と
、
軽
減
対
象
外

か
ら
新
た
に
軽
減
対
象
に
な
る
世
帯
数

お
よ
び
金
額
の
見
込
み
は
。

【
答
】
前
者
は
、
約
４
４
０
世
帯
で
軽
減

総
額
約
８
７
０
万
円
。
後
者
は
、
約

３
０
０
世
帯
で
約
４
８
０
万
円
。

【
問
】
条
例
改
正
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
影

響
す
る
世
帯
数
、
加
入
全
世
帯
に
占
め

る
割
合
、
金
額
の
内
訳
は
。

【
答
】
７
割
か
ら
５
割
軽
減
が
約
３
４
０
世

帯
で
1.5
％
、
約
８
３
０
万
円
。
５
割
か

ら
２
割
軽
減
が
約
５
７
０
世
帯
で
2.5
％
、

約
２
５
０
０
万
円
。

２
割
か
ら
軽
減
対

象
外
が
約
３
６
０

世
帯
で
1.6
％
、
約

１
２
１
０
万
円
。

新たな健康づくり支援拠点施設の基本構想を策定

医療費控除の特例の延長などを実施

法施行令の改正に伴い、条例を開催
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市
民
文
教
委
員
会

6
月
22
日

所
管
事
務
調
査

　

地
区
市
民
館
営
繕
計
画
第
２
期
の
策
定

　

地
区
市
民
館
営
繕
計
画
第
２
期
の
策
定
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
東
部
小
学
校
区
、
三
蔵
子
、
千
両
の
３

地
区
を
対
象
と
す
る
理
由
は
。

【
答
】
施
設
の
劣
化
度
や
利
用
者
数
の
分
析
に

よ
り
、
長
寿
命
化
、
建
て
替
え
な
ど
の

取
り
組
み
方
針
を
決
定
し
、
建
て
替
え

に
分
類
さ
れ
た
施
設
の
う
ち
、
建
設
年

度
の
古
い
順
に
対
象
と
し
た
。

【
問
】
東
部
小
学
校
区
の
新
市
民
館
の
整
備
に

当
た
っ
て
、
新
た
に
取
得
す
る
用
地
の

場
所
と
規
模
は
。

【
答
】
地
元
と
十
分
に
協
議
し
決
め
る
も
の
で

あ
る
が
、
小
学
校
近
隣
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
３
連
区
と
の
協
議
で
も
そ
う

し
た
意
見
が
多
い
。
自
動
車
利
用
を
想

定
し
、
40
～
50
台
程
度
の
駐
車
場
が
確

保
で
き
る
用
地
を
取
得
す
る
予
定
。

【
問
】
解
体
工
事
費
の
見
込
み
が
第
１
期
計
画

に
比
べ
増
額
さ
れ
た
理
由
は
。

【
答
】
平
尾
、
古
宿
地
区
市
民
館
の
解
体
工
事

費
の
設
計
金
額
を
基
に
算
出
し
た
も
の

で
、
平
尾
は
建
築
材
料
に
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
、
単
価
が
高
く
な
っ
た
。

予算の平準化を図り、計画的に整備を実施

陳 　 　 情

結 果

陳情第３号 

陳情第４号 

陳情第５号 

陳情第６号

陳情第７号 
 

陳情第８号

陳情第９号 
 

 
陳情第10号

陳情第３号から陳情第10号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意見
書の提出を求める陳情

正規労働者が当たり前、安定した雇用と１日８時間の労働で暮らせる社会を求める意
見書の提出を求める陳情

住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出を
求める陳情

地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

障害・介護福祉に従事する職員や保育士の人材定着・確保のため職員配置基準と報
酬・公定価格を抜本的に改善し、離職しない障害・介護・保育職場の実現を求める意
見書の提出を求める陳情

消費税率５％への引き下げを求める意見書の提出を求める陳情

「１年単位の変形労働時間制」導入のための条例制定ではなく、教職員の長時間化
過密労働解消のための施策を求める陳情

陳情者　春の自治体キャラバン実行委員会　代表　知崎　広二

ゼロカーボン達成に向けた取組みの推進に関する陳情
陳情者　榊󠄀原　　平

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより「聞きおく」とし、全議員にその写しを配
付します。「聞きおく」とされた陳情のうち、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断した
場合、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。今期定例会において、申し
出はありませんでした。


